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シスコシステムズ合同会社における人材・育成

調査概要

調査員は yλコシステムズ合同会干j様 (以

降 CISCOジャパン)に 表記のテーマにつ

いて下記の巡りヒアリングを行った。調査貝は

研究代表者の夏目啓二(龍谷大学)ほか上田

智久 (立命館大学) 陸$江 (慌谷大学大学

院)の 3 名である 。 調査l~ は 2010年8月18日

(水)13時-15時まで CISCOジャパン大阪オ

フィス (大阪府大阪市t定川区宮原3-5-36新大阪

トラストタワー7F)を訪問した。そして ~I 

川知l幸様11 高橋史子機針。lib橋カンす様3lから

お百円をいただき さらにnmな資料も提供Lて
いただいた。なお crscoジセパンに対する
ヒアリングは 日本学術振興会科学研究資補助

金 U.~鍛 C ) r日米 rCT多国籍企業とアジア
rCT lttr，との研究開発に|期する国際比較J(研
究代表者 夏目啓二 2010年-2012年)による

研究の一部として実施されたものである。

cr sco ジャパンの iWIUJ~;己録について l 

ンスコンステムズ合同会むの会相概要は 同干j

の AnnualReport 2009及びホームページの会

社資料 (2010年HJ.現拍 )により夏目が作成
し 2. CISCOジヤノマンにおける人材育成か

1) 2010咋10月15日時山での役股は、ンスコシステ
ムズ合同会社公共ンステム事業部刊日本公共託

業部 関西凹国首梁グループリーダーである。

2) 2010年8月18日時山では、シスコンステムズ骨
J6J会担東京本社教育部JUJ!ニ所属。
3) 2010'1'-8月18日時古では、シスコンステムズ合
11;1会1:1東京本社人，r<官官P1Jに所属。
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ら以降の記録はI ヒアリングに基づいて上回と

夏目が作成した。 穴阪支村の井川知J~徴。東京

本主lの高橋史子株 7J1橋カ ンナ様には crsco 
'1:1製テレ ビ会議システムを使用して 大阪オ

フィスにて長時/lJJにわたってこe対応いただき ま

した。深く感謝lj:lし上げます。

1. CISCO社の会社概要

Cisco Sysrems G. K. (シスコシステムズG.K 

以下CISCO相と略記)社1;1:.2∞9.1，1:皮の売上
市Jが 361f立ドJレ純利益額6lt百ドル従業貝

数68∞0)、のグローパルなア メリカの大企業で
ある。 しかも 同村は 2009年度に5'eJ二部純利

益t十eI6.9%で リーマン シ ョック 後の IH 界C!~

な経済危機に直前Lたにもかかわらず極めて

お1い収益率を実現し続ける企業である。

CISCO tlの事業lλl谷は 製品売上向のうち

ルーター製品 (215%) スイ yチ製品 (413%)

先進技術製品 (31696)が示すよ うにネットワー

デ機器のIm~E 版元 サービス企業である。ま

た同社は これらのネッ トワ ク機!!.;f製品の

多くの分野でグローパルなマーケ y ト シェ

ア リーダーの位'iillを占めている。たとえば

スト ーリッジエリア ネ ットワ -'.1 (2596) 

ウエプ会議 (5096). レ ティングエッヂ

コア アクヒス (57%)ディジタル ビデオ

rPTV (6396) ワイアレ ス LAN (57%) 家

庭用ネットワ ー少 (3996) スイ γチングモ

ジュラ l酉lE(7196) セキュリティ (36%)

音声 (3196)などである。|百l相は 1984 irに

jレーター製品の開発 販売からスタート i 事業
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同11H:W-のCISCO社

Ul!所)Ci!>co Systcrns. lnc. (2010) ;1 ムページより。

拡大しその後.戦略的な M&Aを和極的に

胤1mして上iJ己にみられるような多様なネ yト
ワ一空機(，;f引業の拡大を行ってきた。

しかし[，;)主i は.これらのネットワーク機~~

製品の似光のみならず ネヅトワーク サーピ

スの仰l合を ll16めている。2009'[三度の売上高に山

めるネットワ-'/製品の割合が80.7%であった
のに対して ネットワーク サーピλの割合は

19.3%であった。20日7年度の訓合がI それぞれ.

製，r，!，84.4%.サービス15.6%であったのと比較す
ると 。 ~(r'Xにりーピλ化の比オ:がllIJJ まっている 。

このことは. [d)むの従業μ榔成にも反映してい

る。同仙の全従業).I68C∞人のうち 3分の l

がエンジニアリング職 3分の lが営業職を占

的残りの6分の 1:がサーピλ 6分の lがそ

の他となっている。|百l全lは 研究開発マーケ

テイング.;Jーピλに特化した企業である。

それゆえ CISCO社は工tJJiを向干jでも っ

ていない。基本的に製品の製造1;1:.台湾。チ'J

メキシコ マレーシ7.，[.，[主!なとEで行われてい

る。マニュファクチャ一部門の業務は 製品の

品質を確認したうえで外討ーすることや。資料 ;~I，J

j主に|制することを主たる業務としている。製造

といっても。CISCO制では笑際にものをつく

ることはない7 7'プレス企業である。!日l社の従

来日は。会[11:!Nのうち165カ阿で550カ所のオ

7ィスでifi励している。文字通りI 研究開発I

マーケティング 吋 ピスに特イヒした多凶紡企

業 グローパJレ合捻である ([i![1参山)。

C1SCO .Jの本uは カリフォ Jレニア州のサ
ンノゼに設立されている。さらに インドのバ

ンガローjレにも第2の本相が設けられた。パン

ガロールの脱似は サンノゼと [，;)級に大税政で

ある。C1SCO主|は グローパルな規絞でピジ

ヰスを民JnJしているため 24時間オベレーンヨ
ン機iiEがp;，[1..することのないような体iJ;[)をとら
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図2ClSCO in japan 

(II¥所)Cisco Svstems. Inc. (却10)ホームページより

なければならない。そこで本初が 2つの地肢

に;設立されている。また 技術|出発をしている

拠点を見ると アメリカ ヨ一口 yノマ ドパイ

そして77リカといったように}多くの国で行

われている。

CISCOジャノ守ンは 1992年に設立された。

日本においてはサービス営業が中心になってい

る。従業μ数は 約1300人である。引女比を見

ると 2出'Iから 3訓カミ女官iとなっている。この

うち約20%が 新ZiE採mで入犯 した従業員であ
る。したがって 残りの約8訓が中途採用で入

生lしている。

新卒採JTJと中途折、別を対比すると 現状とし

ては その多くが中途採111である。2∞Oil'に
CJSCO 相の株価がマイヲロソ71を抜くほ
ど成長した。 このような ~I' T1;(1)、ら 従業員がコ王

立に採川されたが ITパプルの品il史 さらに

近年ではリーマン シヨ yクの彩粋から 採!日

数は減少し 現在ではif-lnJで100人程度 (2000

ip: g'Iまではが)200人-3∞人)となっている。こ

のIIIで新卒採用は 3%から 5%の1111をjft修し

ている状況である。なお 品近では新卒を対象

とLた技術職の保川を桁駆的に行っている。

よって若干ではあるが 20代前半あるいは

20代後半の技術職の従業n数が増加する傾向に
ある。

CISCOジャパンの本村は東京都港区のミ y

ドタウン タワーである。支主iは大阪を含め

複数に拠点を設けている。文相の中(北海道。

flIIG 石川名古屋大阪広品福岡)で大

阪オフィスを見ると 最大の規模であり 100 

:(，ほと'の従業貝が在持している。他の文相は

10人から20ノl...:ffl!rの小さなオフィスとなってし、

る (凶2参間)。
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シλコ技術者認定ロードマヅプ凶3
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421は.CCJE Routing & Switchingをノマスす る

ことである。!j!い相貝は I 年から 2年でJIJ(科

している。後の資総は 担当する顧客や自身が

必要とする技術のJlJj主に比、じて 怖を広げl眼科

している。(図3参mO
CISCO担のテクノロジーはI インヂーネッ

lからクラウド コノピューテイングに|古lかっ

ている。基本町Jには。ネットワークを 1:1:z{、と L

たテテノロジーである。 しかし.不ットワーク

のみでは 郎容へと提供できるサービスに限り

がある。そのため.SEだけではなく営業の社

員も合的 ICl喋界全体におけるテクノロジー

の約千~Ii.を担保しておかなければならない。自宅|

のテクノロジーはもちろんのこと アライ 7/

ス パートナーやi コンペテイタ の例報も押

さえたうえで版i在とピジネλができるような

休刷|を控える必裂がある。坦』砲 顧客はクラウ

ド コンヒ。ユーテイ ングに対して興i床を持って

いる。そこで クラウド コンピューティング

に対応する 様々なソリユーン ヨンを提供でき

るよう にお只のTl成を強化している。

CISCOジャパンにおける技術者認定の]紅型J

CISCOジャパンにおける人材育成

CISCOジャパンは前述したように営業J般に

ill内をおいた組織である。アカウノトチーム

ノqートナーセールス PSSの相只数は全従業員

数(1300名)の約半分である。こう した従業員

は 顧客との直接的な';;J;救活動に批わっている。

ClSCO 'IJには 白羽内剤iで独自に;没けてい

る! 技判術n臼J♂P
カにおいて lω99鉛3年からCCαJEというT資r絡試験

が誕生して以来 そのf後主に次々と新しい資格が

設定されている。当判初jのr資t格は CαI応SCO来村iの
コア製JJ山肝品!HJ品lf目F1lであつたjルレ一夕やスイ YチのJ技主術に戸"

占を当てたものであつたカミ M&Aを品緋..り返し

f行Tつた結栄 ソ3ワjユ一シヨ ンも吋附?えた。それに

伴い 扱う技術の純凶が拡大したため!技術者

の認定試験も増大している。

CISCO村における技術者認定のロー ドマッ

プは J~J 3のように形成されている。これは!

新卒採川者と中途係刷新の両方に迎川され 新

卒の SEであれば4J'Jに入村し ヶ月ほどで

CCNAのレベルに逃している。SEの一つの自

n. 
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閃4 ンスコ技術再認定取得1;i1:

I 
| 認定トレーニング
| 認定
l ラーニンゲパートナー) 官プ

-

一

籍

一一

.L書
一一

www.cisco.com/jp/go/ 
academy/ 

学後法人電子学園田本電子専門年彼
hltp:llwww.joc.ac.jpl 

他

www.cisco.com/jplgo/clpl 
CLSP5祉、 CLP2社

• CTCテクノロジー(練}
http://www.school.ctc.g.CO.Jp/ 
・グローパルナレッジネットワーク{縁}
http://www.9Iobalknowlodgo.co.jpl 

・ネットワンシステムズt縁}
https:llwww.nctonc.co.Jp伺cademyl
-ファーストレーンt繰}
http://www.flane.jp 
・〈繰)NGN-SF

http://www.ngn.sf.co.jp/ 

(出所)珂3と同じ.

方1'1;1;1. 白羽独自のプログラムではあるものの

パートナーシ yプを結んでいる企業 (ラーニン

グパートナー)によって トレーニングが行

われている。その他。学校関係でいえば不ツ

トワーキングーアカデミーという名称で大学

関係者と C1SCOジャパンの次世代を担う人材

を育成する取り組みが遂行されている。さらに

ヰ絡もあり，こうしたいく つものツールを利用

することで社員は学習し 資絡を取得できるよ

うになっている。mJ4参!I日)

先にも述べたように 以前は向討のルータや

スイ γチを単に売り込むレベルの知識があれば

営業を行うことができた。しかしながら現在は

営業担当者にもプロダクトセールスから 1

リューション アーキテクチヘーといった出度

なレベルの知殺が必要になっている。顧客も当

初'J. fTはインずーネットをつなぐだけのもと

収えていたが今では収必や経'mjlJ減にWIわる
lIi~な技術として認滅している。 そのため ピ

ジネスに大きな彩都を与えるソリューンヨンと

して ITを活JIIしようとしている。事実 ビ

ジネスを進める相手が不 y トワーク担当の技術

者からfT部長レベルへ さらには経営層まで

といったように大きく変化している。したがっ

http://www.seshop.com/ 
se/ciscopress// 

-日本は期泳社より出版

「 . 
誌町富

て 'Et' :世lilJけの教育には単に 製品を説明する

といったレベルの知誕だけでは対応できない。

CxOまでを忽定し 財務といった知論も合的

顧客と一体になったビジネスを行うための育成

に )).L~，iを白いている。(図 5 参問)

営業職 トレーニング ロード7 ")プにもある

ように 臨l特に対して提案型の営業をするため

の知1，:肱とスヰルの向上を目的とした育成に取り

組んでいる。アカウント プランだけではなく

顧客:の経常課題は何かを理解するために 財務

を読み取るブJを義い コンサルティングやネゴ

ティエーンヨンが可能なスキルも育成している

(J王16参間)。

今年度は 経営肘とピジ耳、スができるだけの

ー|分なコミュニケーシヨ ン能力の育成に熊山を

あてている 。 このスキルを身につけるのはl￥1 ~1i'

ではあるが実際にC10の経験を持つ緋nmを

招き! レクチヤーを受ける といったような育成

;i-I川に取り組んでいる。また 日'市的に CIOが

どのようなことで悩みを抱えているのかリサー

チしたうえで それを基俊に短時HlJで自制が抗

供するサービスに興味を持ってもらうための育

成方法について検討している。具体的には

「エレベーデーピ yチ」というような古いJiが
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1~15 官業担当者の育成

• Product SellingからSolution.Architecture Sellingへ
.ネットワーク担当者からCxOへのアプローチヘ

obo 
elT部長

eNetwor1<: 

担当

(出所)同3と同じ。

図6 営業職|レーニング ロードマ yプ

(出所)図3と同じ。

Business 

Relevancy 

Architectural 

Selling 

なされているようにI エレベーターに来り合わ

せた数分の問で 自主lの吋ーピスに興味を持っ

てもらうことが可能な教育を行っている。

111. CISCO社における企業文化

CISCO村は!問答のビジネスと桁桜な関わ

りを持っているため 顧客の成功をlIHJ!.してい
る。IT業界は}耳1筑の変化が激しい。その討I

* ピジ不ス戦時も環境に合わせた形で進化す
る。しかし企業文化は 」品'遍的なもので どれ

だけビジネス環境が変わろうと!また!臨l容の

ニーズが変化しようとも r¥iii容の成功」とい

経営層とビジネスについてコミュニケ
ーシヨンをするための知餓・スキル

お客様への提案営業をするための
知機・スキル

製品に関するトレーニング

うCISCO柑の企業文化は変化することがない。

crsco相にと って企業文化は重要なもので
ある。そこでC1SCO社ではオ ープン コミュ

ニケーンヨンを:ill:t児している。
これまでのCISCOジペパンの組織形態は

たとえば。 日トップの下にダイレク トサポー ト

としてシニア (2ndlevel Managelクラス)マ

耳、ジャーカミイf古:していた。そのTIこライ ーノマネ

ジャー(lstlevel i'vlanager 'iラス)がいると

いう形態であった。しかし fJ!tEでは 全従柴
貝がネットワークの網の自のようにつながり I

多くの従業日とコミュニケーションが取れるよ
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うな組織形態を 1，lmしている。

トァプレベルの経営詩的から アカウント

マネジャーに直後述絡が来ることもあればI 一

般レベルの従業員がトップレベルの府と会話を

交わす場面もある。このような形でI コミュニ

ケーションがとれることは極めて重姿といえる。

もう一つ丞要なこととしては 楽しく働くと

いうこがあげられる。i毛しゅよ史のある他村では!

除々なポリシ があり また鋭向上も存在し 枠

から出ることができなくなってLまった企業文

化を持つ企業もある。この点でCISCO社は若

い会社であるため グローパルに提えた場合で

も フレキシプルに従業1¥の一人一人がrliH¥I!で

きるよう な環境を維持できるよう 組織全体で

也j註する ようにしている。

JV. CISCO ジャ I ~ンにおける

人事評価システム

CISCOジ弓パンでは 2iHlど前からリー

ダーシップ コンピテンシーの考え方の基礎と

なる CLEADというものに))を人れている。

CISCOジャパンでは 'i:I" J:lll臓が全'rt任をJ&ら
なければならないといった考え方や。 また。職

i止の高い従業只が下の従来日を引っ照るといっ

たような考え方ではなく 例々人がリーダーと

いう立識を持つように112している。いわば fl!j 

人に.:a任や役割が与えられているため がf仰で
きるような能力。行動特性を持った例入を有て

ていくことに力を入れている。

CLEADのCはCollaborationの頭文字であ

る。協業 ー協力を意味し グローパル化が進む

巾でビジネスを展開していくにあたり 日本だ

けではなく 本来!と述絡をとり アジアパシ

フイックの担当者とも迎絡し あるいは顧客と

も↑品カLながらビジネスを行うという芯味合い

が含まれている。その際に 1:1分の行動将位を

活かして協業作業をすることで 成果が出せる

といったような協力体制lの，(，;立が必裂となる。

Lは Learningの政文す である。技術革新

が円々進む中で fI!j人が町内干していたと Lても
チームで行動するときには チームのメンバー

にも同様の知識が求められる。個人が学習する

というだけではなく チ ムとしてお互いに向

上し合って学科していく人材を育成するという

考えを指Lている。

Eは Exccutionであり 実行ということを

意味する。尖行するという ことは 松終的に紡

栄を出すことにつながLつなければならない。良

い1正月止を1.1¥すためには 個人の業務に対するや

る気かつ的軌を持つことが重要になる。こ

うした従業Hをリーダーとして育ててるといっ

た意気込みを込めて Execurionの頭文字を取

りあげている。

Aは Accelerationの頭文字であり 加速を

E味する。先にも述べたよう に ビジネス環境

は 日々変化していくので。その時々に合った

戦略を立てる必要がある。ここでは。フレキγ

プルに対応できるような人材を育てるといった

な味合いが地められている。

最後のDであるが これは Disruplの頭文字

を指している。位以すると “崩綾させる とい

う意叫、であり あまり良い意味とはいえないが

CISCOむ独自の概念として拠えると 端的に

言うとイノベーシヨンを意味する。すなわち

新Lいことにチャレンジし これまでのフレー

ムをJ¥I!していくことカZできるイノベーテイプな

人材のずfJ止ということである。CLEADは マ

ネジャーのみを対匁としたものではなく これ

lι 一般の従業只も対象に Lている。

今後も CISCO祉がフレキシプJレに市場環

境へと適合していくためには これに対応した

リーダーを育てる必要治宝ある。リーダーには

実務レベルの業給だけではなく 多殺にわたり

自相を '，t~l~ っていけるかとうかという能力も必

裂になる。優れた人材が職を雌れる際 後任と

して後級官をnてるという 意味で さまざまな
知識を後任者に伝えていくためのコミュニウー

ンヨンが閃られるが。 うまく行うことは難しい。

これまでの人事制度では 業績を中土、に詞fdljし

ていた。しかし現在は リーダーシップt チー

ムとの協'fi， lIli符に対する想いやJjj!解などと
いった点も合的 剤師する ようにしている。
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これに関連して。今までの採mの段階でも履
L'iH~I: を見て どこの企業でどのようなfI: !J~をさ

れてきたのか 人物保はどうか会主lの企業文

化にあうかどうかなどを重点的に凡てきたが，

現在ではそれに加えて CLEAOという側而も

併せて採用を行うようにしている。 l~川の占で

もう一つ重要なことは インクルージョン ア

ンド ダイパーシティー 0&0)である。他羽

では イノデルージョン ダイノ〈ーシティーを

ダイノ〈ーシティー アンド インクルージョン

と言っている。すなわち CISCO村ではよlfJm

を逆にしている。CISCO相は グローパルに

ピジネλを展開し悌々な国の男性 k悦が在

和しているため いかに文化の拠なる人材を一

つのチームとして インデルードしていくのか

に重点をi泣きたいという思いから JH州を逆に

している。これは CISCO主iにおいて 今後も

成長を遂げていくうえでは重要な概念である。

V. CISCOジャパンの求める人材像

CISCOジベパンでのlIjペ"0)新司保川では。
日本人に限定することなく採!IIを行っている。

l昨'1入制した新卒には イランの女性を採用L 

ている。国iffには関係なく。採mしている。L
たがって ClSCOジャパンでは学際に軍内は

i世いていなし、。新卒際川の場合には!比較的大

学卒 あるいは大む'院卒が多いが中途採用で

見ると 必ずしもそうではない。CLEAOのポ

テンシベルをどの程度もっているのかなどi こ

うした CISCOジャパンがlli視している/，iに適

合しているかが訊裂であり 学医はAt比してい
ない。

CISCOジャパンで求めている人材倣は場

所 l昨1111に限らず 色々な相手とコンタヲトが

とれる間際感覚をもっ者である。lIj今では 英

1!?に特化した育成を凶っている。英必は世界の

共通J!?のためI これにl則する|レーニングを人

事主導で進めている。さらに 新しい考え方

モデルに対する柔軟なitl考 ';;;;に変化を楽しめ

るような人材仰が， CISCOジャパンでは求め

られている。このような人材は 環境が変化す

る'1'でも次々と新たなピジ布、スの機会を見つけ

ることができる。

また エンパワーメノトといった椀|限移誠

rl，i限付与という山も ClSCOジヤノマンでは求め
られている。オープン コミュニケーションと

も|則辿するような。例えば規則的な飢念で仕事

の枠を超える業務については。 一切関わらない

といった姿勢であるような人材は必裂ない。(1

ら半先l.枠を組えた柴務のf世間lでも ピジヰ
スをとらえることカfできるような。いわ1f. 自

分自身でリミァト(1限界)を決めることなく業

務に就く ことができる人材を求めている。さら

に一般相只 マネジべ といった職位にとらわ

れることなく liUlHl全ぬがリーダーというfj:
泌を持ち白個々人がCI分に与えられた職務を故

後までやり遂げる人材を必要と Lている。(1亙i

7参!!!.o

¥1. CISCOジャパンにおける給与体系

CISCOジャパンにおける給与報酬制度には。

「会主lの成功にf.i献した主|民のJ))紅iを市川文

1&し それに報いることのできるような市J品に

おいて競争力のあるトータ jレな報酬パッケージ

をlitfJtするJという理念がある。「会主lの成功
に i~'llik l た相只のν~~，n を評価i 支援し」という

/.iが前w:であり 災際のN~iÌ'J'(を力 1 1'司、したうえで

これらの従業J1に対する報酬を考えていかなけ

ればならない。rTotalCompensauon PackageJ 

は。 CISCOジベパンの独創的なf(JI山、ではない

が通'Î;~' の給与キ11酬 fli IJJ~ に JLづいた給与だけで

はなく 色々な形(たとえば抗手'J厚生やスト y

クなど) で首献した従来J~ に報酬する制度であ

る。つまり 様々なプログラムを複合的にミッ

クスしながら活制している従業日に報酬を波し。

今後も CISCOジャパンで活縦し続けてもらえ

るような報酬制度のJlf!念を線肢としている。

ポーすスについてであるがI 大別すると常業

臓のボーナスプランと 非'汚染胤の*ーナy、プ

ラノの2つがある。営業峨は 主には光り上げ

に札・じた変動雪Jのポーすスの制度を係IIIlてい

る。;11営業i似の場介は 会長l のi粧品i~や光り上げ
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l刈7 従業JIに，)とめられる長円

(出所)出3と同じ。

をベースに決定される形でボーナスが支給され

る。ただし 自動的に会tJの業紛が|がれ1%，
m純にボーナスが上がるというわけではない
訓'i1';f，部門のポーナ1も例人のパフォーマンス

に応じてボーナス金額が変動するプランとなっ

ている。

その他の報酬制度としては リストリク

ティァド ストッ ク'オプシヨン (11本犯では

制限付き株式)と ESPP(従来日持林市IJIiO が
ある。まず リス トリすテイ y ド スlック

オプションは CISCOンステムズイノクの株

ではあるが これを従;(ir!に分配する リスト

リテテイ y ド スト yク オプション1;1，他社

においても言われていることではあるが分配

した株式を即座に完ることができるというもの

ではなし'0CISCOジヘパンでは 年IiIJに少J止

の株数を渡している。このような克式をt-i'1IIす
ることで 例えば4年配陪すれば全材、を1証平jす
ることが可能になるため l年で貯めると そ

の 4分の lしか報酬されないといった方式に

よって k!VJ(J')に CISCOジγパンで働くモチ

ベ ンヨ/を似つようにしている。ESPPは

従業員が自身の判断によって株を購入するよう

な持ち株制度である。

その他 福平11/!/.!Eと Lては.退職金制度をは

じめ 色々な福利Ji，!.L!制度を設けている。昨今

福利厚生のプログラムとして GLTDという

団体長!UJ保r;rf制度といった保険がある。これま

でCISCOジヘパンでは会初で生命保険に

入っていた。耐火や慌JえをしてLまい。l{JYJ(!'J

にイ:I:"JJができない司iHtな陣;!fを負ってしまった

社員に対して や'1の保|おも付けていなかった。

Lかし GLTDという新しい保険制度に入って

いれば毎H6 '，1月から 7 制拍1皮の f~~郎が出るよ

うな保険もある。

給与及び福利l'l生制jiについては定期的に
マーケ y トのベンチマークを行い改良した方が

よいという部分については本相リードで改普す

るよう努}Jしている。
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刊 CISCOジャパンと海外子会社聞の

人材交流

CISCOジャノマンに在給する従業flがI 日告外

国のCISCO社のポジションに応募而按し

合指すれば異動するといったことは町i繁にある。

色々な形で会制が拠楽しでも I それをチャンス

として今後に活かすーのかは似々1¥1こ委ねられて

いる。CISCO.Jとしては キャリアは自分自
身が追うものであり 会犯がj日立するものでは

ないと考えている。したがって 従業nから向
主的に災動するというようなことはある。

その逆に，他の図から日本に移動する従業員

も多く存在している。日本の重要なポジション

に誕百由し日本でのビジネスを学び。そして

戻っていくという従業民がいる。このような詰

味では 常に械の行き来が多いといえる。

(受理! 2011年 1!J24日)


